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西安出土墓誌とその重要性
―大唐西市博物館所蔵墓誌を中心に―
　　胡　戟
（独孤 嬋覚 訳）
一、
　この度、専修大学の皆様にお目にかかれる機会をいただき、誠に光栄に存じます。私のことを
覚えていてくださって本当に感謝しております。本題に入る前に、日本の研究者との交流の思い
出話を少しさせていただきたいと思います。
　30 年近く前の 1987 年、中国唐史学会が広元にて第三回年会を開いた際、日本の日野開三郎先
生、中村治兵衛先生をはじめとする代表団が参加しました。妹尾達彦先生は当時秘書長でした。
開幕式の前日に彼が「明日の会議は何時ですか？」と私に尋ねて来ました。彼の日本語が聞き取
れましたので、中国語で「八時半」と答えました。当時、彼は中国語がまだいまほど上手ではな
かったので、どうしても聞き取れませんでした。そこで私は、日本語で「はちじはあん」と言っ
たところ、彼はやっと頷いてくれました。そのあと妹尾達彦先生の中国語はますます上達しまし
たが、私の日本語はさらに下手になってしまいました。
　その年会の時、私は日野開三郎先生に中国唐史学会名誉会員という称号を授与するという提議
をしました。隋唐史について、彼は数多くの素晴らしい著作を著しましたので、私達は日野開三
郎先生を非常に尊敬しています。しかし、その時、中国人はまだかなり保守的でしたので、先生
に名誉会員という称號を贈ることができませんでした。しかし、先生への敬意はいまも変わって
おりません。
　その後、氣賀澤保規先生のお蔭により、私は文部省の招へいで訪問学者として来日し、二ヶ月
滞在しました。私の前任の中国の研究者は、あまり本を読まず、外でぶらぶらする時間が多かっ
たと氣賀澤先生は若干不満をこぼしました。当時、明治大学には私専用のオフィスがあり、毎日、
研究所で私の帰る時間が一番遅かったです。時には、早朝の開門前に大学についたこともありま
した。私のために、守衛の方がドアを開けてくれた時、少し気まずかったです。中国に帰る時、
日本の友人に「あなたは我々日本人よりも努力していますね」と褒められました。これは、我々
中国人への非常に素晴らしい褒め言葉でした。池田温先生も東京大学の見学に私を連れて行って
くれ、ご苦労をかけました。池田先生は私に日本の遣唐使船の画集を送ってくれました。のちに、
私は大唐西市博物館で長さ 13 メートルもある大きな木船を復元しました。皆様、大唐西市に行
かれることがあれば、この船をご鑑賞いただきたいと思います。平山郁夫先生が船の名前を書い
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てくださったのです。今回、池田温先生にお会いしたく、明日にでもお目にかかれればいいなと
思っています。
　明治大学に訪問した際、日本の学生達とも交流があり、ある時、一人の学生があまり友好的で
はない質問をしてきました。「中国人には人権は必要ないのですか」と聞いてきたのです。私は
手で机をひと叩きして、「くだらん！」と彼を怒鳴った後、「我々中国人も人間だ。人権が必要な
のはわかっている。人権のために戦っていく道は非常につらいものになるだろうが、我々は努力
し続けているのだ」と答えました。今日のご臨席の皆様の中で、もしあの日の会場に臨席した方
がいらっしゃったら、このことをまだ覚えているかもしれません。
　その後、私はアメリカのロジャー（Roger E. Covey）先生の唐研究基金会（The Tang Research 
Foundation）の資金で、研究者向けの上級研究会を開き、日本、韓国の研究者も参加しました。
研究会が終わり、参加した研究者合計 40 人で、174 万字にも及ぶ『20 世紀の唐研究』という著
作をまとめました。池田温先生から「座右の必須書」とお褒めの言葉をいただきました。いまや
唐研究において、中国の学者に追い抜かれたので、早く追いつかなければ、と焦りだした日本の
学者もいると聞いています。その後、日本でも 20 世紀の唐研究をまとめていると聞きましたが、
残念ながら、まだ出版されていないようです。
　日本の研究者と付き合いはじめて 30 年になります。日野開三郎先生、中村治兵衛先生、布目
潮風先生、谷川道雄先生、古賀登先生など、上の世代の先生方は皆もうご存命ではなく、誠に残
念です。私は彼ら先生方をとても懐かしく思うとともに、新しい世代の日中の若い研究者が友好
的な交流を続けてほしいと切に願っております。
二、
　では、本題に入ることとする。以下に、唐代以後、歴代の学者達の隋唐墓誌に関する研究書を
一応整理した。おおよそ、宋・元・明・清が 33 種類、20 世紀以来が 98 種類ある。宋・元・明・
清の時代の学者たちもすでに隋唐墓誌に注目している。これらの著作を以下の二つの表で示す。
朝代 書名 作者 隋志 唐志 出典
宋 集古録 欧陽修 10篇以下 収録数400篇余、題跋ある拓本
宋 集古録目 欧陽棐 《集古録》未収録の欧陽修家蔵の大多数は
跋尾がない金石拓本。
宋 金石録 趙明誠 61篇
宋 通志・金石略 鄭樵 20余
宋 文苑英華 李昉 220余
唐文粋・銘 20余
京兆金石録 60余 佚して、宝刻叢編に録す。
南宋 宝刻叢編 陳思 200余 石刻史料新編第一輯第24冊、1982
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南宋 宝刻類編 佚名 100余 金石目録では欧陽修、趙明誠、洪适以外に
陳思《宝刻叢編》が該博だが不完全。本書
は広く採り叙述も詳しく、鄭樵《金石略》、
王象之《輿地碑目》より数倍に及ぶ。これ
以前の金石著録も本書ほど豊かではない。
宝刻初編 150余 石刻史料新編第一輯第24冊、1982
明 古刻叢考  陶宗儀 2 49 全文をのせて原額を題とするが考察はな
い。
明 金薤琳琅（20巻 ） 都穆 5 27 古碑は原文を録す。
明 唐宋八大家文抄
（164巻）
茅坤 韓35  
柳15
文淵閣四庫全書本
明 金石例（10巻） 潘昂霄
明？ 墓銘挙例 王行
？ 輿地碑記目中巻 王象之 14種は輿
地紀勝の
抜粋
台湾新文豊出版公司石刻史料新編第一輯
第 24 冊、1982
清 金石萃編（160巻） 王昶 嘉慶十年（1805 年）成書、総計で石刻
1500 余種。
清 金石続編（21巻） 陸耀遹 漢から宋遼金・西夏の石刻文字 400 余種。
民国 13 年上虞羅氏修正本
清 咸寧県志 陸耀遹 民国 25 年重印本
清 関中金石記 畢沅 乾隆 6年（1741）経訓堂刻本
清 八瓊室金石補正 陸増祥 民国 14 年（1925）希古楼刻本
清 《全唐文》（1000
巻）
董诰 
阮元 
徐松ら
嘉慶 24 年（1819）揚州官本。光緒年間
に広州重刻本。中華書局 1985 年。《唐文》
（160 冊、唐五代の文一万数千篇収録）を
基礎に《四庫全書》の唐人别集と《文苑
英華》、《唐文粋》、《唐大诏令集》、《古文
苑》、《崇古文訣》、《文章辨体彙選》など
総集、《永楽大典》に残る文「史子雑家の
記載、志乗金石碑版に散見する者」。
清 唐文拾遺（72巻）、
唐文続拾（16巻）、
文2500余篇、作者
310人弱。 
陸心源 光緒年間に上梓。中華書局 1985 年。重出
と文字の誤り目立つ。唐文を知悉する清
代の学者労格が《読全唐文札記》《札記続
補》130 条、近代の唐史学者の岑仲勉《読
全唐文札記》310 条、文章 400 篇余、作者
130 余人につき修訂。
清 語石 葉昌熾 1909 年蘇州府城で刊刻。「訪求は二十年を
こえ碑を蔵すること八千余通に至る」。
清 常山貞石志 沈涛
清 房山石経
清 匋斎蔵石記 端方 宣統元年（1909）石印本。商務印書館
1911 年石印本
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清 古志石華続編 毛鳳枝 台湾新文豊出版公司《石刻史料新編》第 2
輯第 2冊 1079
清 関中金石文字存
逸考
毛鳳枝 光緒 27 年（1901）刊本
清 関中金石文字新
編
毛鳳枝 民国 24 年顧氏石印本
　　20 世紀に整理された隋唐墓誌関連の出版物
朝代 書名 作者 隋志 唐誌 出典
金石萃編未刻稿
（3巻）
羅振玉 1918 年刊印。元碑 80 種を含む。
鄴下冢墓遺文二
編
羅振玉 民国 5年羅氏自刊本
芒洛冢墓遺文四
編
羅振玉 民国 6年羅氏自刊本
京畿冢墓遺文 羅振玉 台湾新文豊出版公司石刻史料新編第 1輯
第 18 冊 1982 年第二版
東都冢墓遺文 羅振玉 羅氏自刊本
陝西金石志 武樹善 民国 23 年印本
咸寧長安両県続
志
翁聖修
宋聊奎
民国 25 年铅印本
千唐誌斎蔵誌 張鈁 拓本
石刻題跋索引 楊殿珣 商務印書館 1940 、91 年重印
洛陽出土石刻時
地記
郭玉堂 174 洛陽商務印書館 1941 年、明治大学東洋史
資料叢刊 2、覆刻 2002 年
館蔵歴代墓誌草
目
中国科学
院図書館
1957 年
西安郊区隋唐墓 科学出版社 1966 年
石 刻 史 料 新 編
（三編 90 冊）
台湾新文豊出版公司 1977－1986 年、歴代
の石学著作を編集影印、方志の石刻部分
を含む。
唐宋墓誌：遠東
学院蔵墓誌拓片
目録
饒宗頤 香港中文大学出版社 1981 年
国立中央図書館
蔵墓誌拓片目錄
附索引
国立中央
図書館
1982 年
館蔵李唐墓誌目
（武徳～龍朔）
北平図書
館
1982 年
碑帖叙録 楊震方 上海古籍出版社 1982 年
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千 唐 誌 斎 蔵 誌
（上下冊）
河南省文
物研究所 
河南省洛
陽地区文
管処
1200 文物出版社 1984 年、民国時期に収集した
拓本集。
曲石精廬蔵唐墓
誌
李根源
李希泌？
斉魯書社影印 1985 ？ 1986 ？
唐代墓誌銘彙編
附考（18 冊、開
元 15 年まで）
毛漢光 中央研究院史語所専刊 1984－1994
中国歴代墓誌大
観
複数の歴
史家
大通書局 1985 年
北京図書館蔵中
国歴代石刻拓本
彙編（100 冊、11
－35 冊唐代）
3000余種 中州古籍出版社 1989 年
北京図書館蔵墓
誌拓片目録
徐自強 中華書局 1990 年
隋唐五代墓誌彙
編（10 巻 30 冊 :
陝西 4 冊、洛陽
15 冊、北京附遼
寧 3 冊、北京大
学 2 冊、 河 北 1
冊、 山 西 1 冊、
江 蘇 山 東 1 冊、
河南 1 冊、新疆
1冊、索引 1冊）
呉樹平 
呉寧欧
天津古籍出版社 1991 年、400 件余の前述
《千唐》《曲石》及び羅氏の録する各書に
所収の拓本以外、一部は 50 年代以来の新
出墓誌も含む。
洛陽出土歴代墓
誌輯縄
洛陽市文
物工作隊
中国社科出版社 1991 年、50 年以後出土の
墓誌を含み、千唐誌を補う。
漢魏南北朝墓誌
彙編
趙超 天津古籍出版社 1992 年
唐代墓誌彙編 周紹良
趙超
3607 方 上海古籍出版社 1992 年 1983 年以前の各
種の公私蔵の拓本と既発表の石刻の録文
を収載、《芒洛塚墓遺文》《高昌磚集》お
よび北図、千唐誌斎の墓誌を含み、詳細
な人名索引があり便利。《唐代墓誌彙編続
集》は本書にならう。
河南碑志続録 河南省文
物局
中州古籍出版社 1992 年
1949 - 1989 四 十
年出土墓誌目録
栄麗華 34 412 中華書局 1993 年、1464 方を収む。
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全唐文補遺（1－
9冊）
陝西省古
籍整理辦
公室呉剛
三秦出版社 1994 ～ 2007 、6000 件以上、
ほとんど石刻から取り墓誌は 95％、周氏
編と重複多いが多くの陝西新出石刻を含
み、《隋唐五代墓誌彙編》新見の石刻にも
校正しており重要。ただし体例は《全唐
文》未収を採り順次がなく録文の来源を
示さず、利用に不便。
新中国出土墓誌
（河南壹）
中国文物
研 究 所 
河南
文物出版社 1994 年、各省市、県を単位と
して新出の歴代墓誌を収める。
鴛鴦七誌斎蔵石 陝西省古
籍整理辦
公室呉剛
三秦出版社 1995 年
華山碑石 張江涛 三秦出版社 1995 年
昭陵碑石 張沛 三秦出版社 1995 年
中国金石集萃 文物出版
社
文物出版社 1995 年
北京図書館蔵中
国歴代石刻拓本
彙編
北図 中州古籍出版社 1996 年
洛陽新獲墓誌 李献奇 
郭引強
文物出版社 1996 年、90 年代中期までの新
出墓誌を収め、図と釈文解説あり、編集
も厳密な力作。
西安碑林全集 広東経済出版社　深圳海天出版社 1999 年
新中国出土墓誌
（陝西壹 2冊）
中国文物
研 究 所 
陝西省古
籍整理辦
公室
120 文物出版社 2000 年
歴代石刻拓本彙
編（5編 16 冊）
国家図書
館善本部
金石組
隋唐五代
編 4冊
北京図書館出版社 2000 年、160 余種の金
石書中の 14000 余篇の石刻材料を影印、
新文豊の書よりやや少ないが、時代順に
編録、既往の書を多く載せず。
中国西北地区歴
代石刻彙編（10
冊 1600 余種）
天津古籍出版社 2000 年
澄城碑石 王友懐 三秦出版社 2000 年
北京図書館蔵龍
門石窟造像題記
拓本全編（全 10
冊）
呉元真 広西師範大学出版社 2000 年
全唐文新編（22
冊）
周紹良 吉林文史出版社 2000 年
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中国歴代墓誌選
編
于平 天津古籍出版社 2000 年
偃師杏園唐墓 40 余 科学出版社 2001 年
隋墓誌選萃 上海図書
館歴史文
献研究所
32
種
湖北美術出版社 2001 年
唐代墓誌彙編続
集
周紹良
趙超
1564
（+3607=
5171）
上海古籍出版社 2001 年、人名索引あり、
絶対多数は 50 年代以来の新出土、校正レ
ベルは前編に劣り前編との重複と本編で
の重複の墓誌は数十篇に至る。
全唐文新編 吉林文史出版社 2001 年、主に《全唐文》
《全唐文補遺》、《唐代墓誌彙編続集》《唐
代墓誌彙編》を合併、新たに加えていな
い。
洛陽出土墓誌目
録
洛陽市文
物管理局
洛陽市文
物工作隊
郭引強 余
扶危 張剣
朝華出版社 2001 年
墓誌精華三十八
種
北京図書館出版社 2001 年
新中国出土墓誌
（河南貳）
中国文物
研 究 所 
河南
文物出版社 2002（7 ？）年
新中国出土墓誌
（重慶巻）
中国文物
研究所 重
慶市博物
館、 胡 人
朝
隋唐五代
8方
文物出版社 2002 年
隋代碑誌百品 隋代碑誌
編選組
100
種
北京新時代出版社 2002 年
新中国出土墓誌
（陝西貳）
中国文物
研究所
文物出版社 2003 年
新中国出土墓誌
（北京巻）
中国文物
研 究 所、
高景春
文物出版社 2003 年
新中国出土墓誌
（河北壹）
中国文物
研 究 所、
王素
文物出版社 2003 年
唐代墓誌 袁道俊 100 上海人民美術出版社 2003 年
洛陽名碑集釈 朝華出版社 2003 年
04三校＿独孤嬋覚先生.indd   31 2017/03/08   12:53:49
〈 32 〉西安出土墓誌とその重要性―大唐西市博物館所蔵墓誌を中心に―（胡）
咸陽碑刻（上下
冊） 
陝西省古
籍整理辦
公 室、 咸
陽市文物
考古研究
室 李 慧、
曹発展
2 49 三秦出版社 2003 年
洛陽新出墓誌釈
録
楊作龍
趙水森
北京図書館出版社 2004 年
邙洛碑誌三百種 趙君平 中華書局 2004 年
偃師碑誌精選 周剣曙
郭宏涛
湖南美術出版社 2004 年、1 東漢姚孝経墓
誌磚 、2侍廷里父老僤実田約束石券、3司
徒公袁安碑、4肥致碑、5甘陵相碑、6荀
岳墓誌、7皮演墓誌、8殷伯姜墓誌、9尹
祥墓誌、10染華墓誌、11李略墓誌、12石
育戴夫人墓誌、13封泰墓誌、14劉徳墓誌、
15 宋懿墓誌、16 楊君墓誌、17 宋智亮墓
誌、18董弘墓誌、19馬神威墓誌、20杜并
墓誌、21崔沈墓誌、22崔沈墓誌、23盧公
李夫人墓誌、24厳仁墓誌、25李崇黙墓誌、
26郭虚已墓誌、27李復墓誌、28房承先墓
誌、29鄭炅墓誌、30崔府君夫人盧氏墓誌、
31崔可準墓誌、32馮氏墓誌銘、33翟興祖
造像碑、34姜纂造像記、35孟阿妃造像記、
36 平行寺造像碑之韓永義等人造像碑、37
平行寺造像碑之僧道略等人造像碑、38 平
行寺造像碑之馮翊王造像碑、附：墓誌録文。
洛陽新出土墓誌
釈読
楊作龍、
趙水森
北京図書館出版社 2004 年、48 方の洛陽地
区で 2000 年以来に新集の墓誌。《碑林集
刊》2005 年に趙超の補正。
全唐文補編 （三
冊）
陳尚君 中華書局 2005 年、主に伝世の典籍中の唐
文を採録、石刻は四部の典籍、仏道二蔵
と地方性文献に保存されたものも一定数
量あり。
全唐文補遺・千
唐誌斎新蔵専輯
呉剛 三秦出版社 2006 年
新中国出土墓誌
（江蘇常熟）
中国文物
研究所
文物出版社 2006 年
西安碑林博物館
蔵碑刻総目提要
陳忠凱、
王其禕ら
線装書局 2006 年、2005 年 12 月以前に入
蔵の各種碑刻 1842 目、3187 石。
西安碑林博物館
新蔵墓誌彙編
線装書局 2007 年
河洛墓誌拾零 北京図書館出版社 2007 年
滄州出土墓誌 王玉芳 科学出版社 2007 年
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新中国出土墓誌
（河南叁 千唐誌
斎壹）
文物出版社 2008 年
洛陽新獲墓誌続
編
洛陽市第
二文物工
作隊喬棟
260 多方 科学出版社 2008 年
唐代墓誌所在総
合目録（増訂版）
氣賀澤保
規
汲古書院 1997 年、増訂版は明治大学東洋
史資料叢刊 5、2009 年、墓誌の刻石時期
を順序に 68 種の専書中に収録する唐墓誌
の情况を編録。
新中国出土墓誌
（上海天津巻）
宋建 文物出版社 2009 年
新出唐墓誌百種 趙文成 
趙君平
西泠印社出版社 2010 年
洛陽新見墓誌 斉淵 11 17 上海古籍出版社 2011 年
洛陽出土少数民
族墓誌彙編
洛陽市文
物管理局
河南美術出版社 2011 年
龍門区系石刻文
萃
国家図書館出版社 2011 年
長安新出墓誌 西安市長
安博物館
9 148 文物出版社 2011 年
大唐西市博物館
蔵墓誌
胡戟
栄新江
18 457 北京大学出版社 2012 年
洛陽新獲七朝墓
誌
斉運通 中華書局 2012 年、388 方
秦晋豫新出墓誌
蒐佚（四冊）
趙君平
趙文成
30 747 国家図書館出版社 2012 年、906 ？三省で
新出土の墓誌 700 余、関連墓誌索引あり。
洛陽出土墓誌目
録続編
周立 146 1500 国家図書館出版社 2012 年、 1785 方を収め
る。
北京石刻芸術館
館蔵墓誌拓片精
選
北京石刻
芸術館
8 北京燕山出版社 2012 年
洛陽流散唐代墓
誌彙編（全二冊）
毛陽光 国家図書館出版社 2013 年
西安碑林博物館
新 蔵 墓 誌 続 編
（上下冊）
趙立光 9 207 陝西師範大学出版総社 2014 年、2007 ～
2012 年に新入蔵した墓誌 231 方を収録。
偃師碑誌選粹 郭宏涛
周剣曙
中州古籍出版社 2014 年
秦晋豫新出墓誌
蒐佚続編（全五
冊）
趙文成
趙君平
国家図書館出版社 2015 年、漢代～民国の
碑誌 1052 種、近年新出土・以前出土で未
著録の墓誌を収録。
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西安新獲墓誌集
萃
西安市文
物稽查隊
5 115 文物出版社 2016 年
珍稀墓誌百品 胡戟 陝西師範大学出版総社 2016 年
　中華書局が 2012 年、胡可先の『出土文献と唐代詩学研究』を出版した。中には、20 世紀以来
の唐代出土文献の盛況を紹介する一章があるので、ご参考いただきたい。
三、
　本会議の議題に沿い、まず重点的に近年西安にて出土している隋唐墓誌について見てみよう。
　すでに出土した 8, 000 から 10 , 000 件の隋唐墓誌のうち、隋のものは 700 から 800 くらいあり、
全体の 10 分の 1も占めていない。しかし、この数は隋と唐の正史の列伝に記録されている人物
の数の 4倍にもなるので、歴史人物の研究にとって、このような伝記資料数の増加はとても重要
なことだ。『全唐文』が収録している文章数は 20 , 025 篇で、作者の人数は 3, 035 人だから、
10 , 000 件の墓誌は『全唐文』が収録している文章数の半分を占めている。作者の人数は正史の
3倍にもなる。しかも、新しい墓誌は驚くべきスピードで出土し続けている。我々はその墓誌の
内容を通して、隋と唐の歴史に対する認識を深めることができる。それゆえ、当然ながら、隋唐
の歴史を研究する国内外の学者達は皆これに注目している。
　大部分の隋唐墓誌は、中国の中原地区で出土している。西安・洛陽の数は一番多く、山西省の
ものも少なくない。河北・北京でも 100 件くらい出土している。中国の南部での出土数は多くな
いが、近年、上海・厦門・広州・虔州などで少数ながら唐の墓誌が発見されるケースもある。
　西安で出土した墓誌では、洛陽に持っていかれるものが少なくない。海外に流失するものもあ
る。とはいえ、やはり西安に残っているものが多い。最近十年で、大唐西市博物館も 700 件あま
りの墓誌を収集した。館蔵の隋唐墓誌の量・質から見れば、中国国内においても、おおよそ上位
三位に入るであろう。私はつねづね「洛陽にある「千唐誌斎」を西安にも作りたい」と願ってい
たが、それが叶いそうだ。先月、西安に博物館を建てることについて、西安市政府と大唐西市博
物館の責任者達が話し合いを持った。建築予定の中に、大唐墓誌博物館があり、墓誌以外にも、
墓碑、経文、仏名を刻んだ丸い石柱も展示されることになる。
　数年前、西市博物館が収蔵している墓誌の中の 500 件について、栄新江教授と史料集を編集し
た。2012 年、北京大学出版社がこれを出版した。同書の発行時に学術シンポジウムをおこない、
専修大学の土屋昌明教授も出席した。その時、大唐西市は参加した研究者 80 人あまりに同書を
贈った。その後、私自身が収集した墓誌の拓本から、大唐西市博物館がまだ収蔵していないもの、
しかもその内容が学術論文で発表されていないものを 100 枚選び、陝西師範大学出版グループに
依頼し、『珍稀墓誌百品』という書名で出版した。また、より一層深く研究したい読者のために、
その付録の中に別の著名な墓誌を 13 枚収録してある。その内容は極めて重要で、書道の技法も
優れている。
　近年、西安の碑林博物館、長安県博物館もそれぞれ収蔵している墓誌について書籍を出版した。
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文物出版社も、公安局が没収した墓誌を編集し、『西安新獲墓誌集萃』という題で本を出版した。
また、西安の墓誌を収蔵している洛陽の公立・個人の博物館の数も少なくない。例えば、今年
（2016 年）5月 25 日に開館した洛陽九朝刻石文字博物館は、墓誌を 100 件余り収蔵している。館
長の斉運通氏は、洛陽の文物管理委員会に勤めた経験があり、すでに『洛陽新見墓誌』『洛陽新
獲七朝墓誌』を出版している。いま彼は、中華書局と一緒に『北朝墓誌全集』10 冊を編んでおり、
私もその『西魏北周墓誌』の編集を担当する見込みである。
　隋唐墓誌の歴史内容は、ほぼ当時のすべての重大な歴史事件、歴史人物、社会制度、宗教、文
化を反映している。数多くの書道の傑作、史学者、文学者及び有名人が書いた名文のほかに、南
北朝の貴権階級の末裔、関隴集団（訳注：唐の建国に関わった氏族）の人物、北朝の政治、経済、
民族事情、隋の歴史事件、人物、唐の歴史、皇室及び外戚、初唐、武周時代の将相名臣の後裔、
隋唐の遼東征伐、則天武后の政治、安史の乱、中唐の歴史事象、中晩唐の有名な人物、晩唐社会
と戦乱、その周辺の民族事情と対外関係に関する墓誌もある。私はすでに、大唐西市博物館蔵墓
誌についての研究論文を 3冊にまとめて出版した。また、近年、発表された新たな論文をさらに
2冊に編集することもできるので、墓誌はますますその歴史的価値を発揮していくと思われる。
墓誌というものは、隋・唐の人の内心世界に一歩一歩深く踏み込むという前代未聞の機会を提供
してくれる。当時の人々の人生の追求、思想上の境地、価値観の中の積極的な要素は、いまでも
我々を感動させ、深く考えさせてくれる。余英時先生（訳注：もとプリンストン大学教授で後漢
の士人の精神世界を描いた名著がある）が、唐人内心世界についての研究計画も立てているとの
ことである。2012 年の『大唐西市博物館墓誌』と 2016 年の『珍稀墓誌百品』の両書の序文では、
いずれも「隋唐人の精神世界に踏み込む」という題にした。隋唐の時代を極めて称賛する日本人
も数多くいる。1980 年代、唐の時代を敬慕する日本人の姿は、私を感動させた。人々がみなあ
の時代を賞賛する原因は、恐らく唐人の自尊自重と彼らの高貴で優雅な精神生活にあるのであろ
う。本稿では、最近 5年間に新出土した唐代墓誌の内容を通して、隋・唐の人々はどのような精
神生活を過ごしていたか、中国内外の哲学者達に羨望されるような精神世界を彼らはいかにして
有していたかについて論じたい。それにより、彼らの、自由を追求し、文化、道義を尊ぶ時代の
魅力、風采を感じとることが可能になる。
四、
　唐は開国以来、貞観の治、永徽の治、則天武后統治の時期を経て、経済が発展し、社会が繁栄
し続け、ついに盛世を迎えた。開元三年、文辭雅麗科に応じる対策の中で孫翃はこう述べた。
昔貞観、永徽之間，恭黙而天下理，家給而人足，時和而歳豊。外戸不扃，牛羊被野；太倉之
粟，陳陳相因；中府之錢，貫朽莫校。然而戎車屢駕，不無事矣。於是度遼之師，鬼方之討，
賀蘭之戰，高昌之伐，而軍人無損，帑藏如初。國家富有海内百餘年，士庶之多，如曩明之兼
倍……（『全唐文』巻 303）。
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　一代また一代と良い官僚が続き、彼らの素晴らしい行政実績があったがゆえに、このような繁
栄の局面が出現したのである。
　隋唐の人々の価値観は、道義を重んじることである。その典型は幾つかある。
「李處鑒墓誌」（716）知無不為，公也；冰碧其操，清也；永錫尔類，孝也；進思盡節，忠也；
夙興夜寐，勤也；拖紫紆青，達也。施之於國，可以共理生人；用之於家，可以作程當代。
「史仲莒墓誌」（853）孝者人之本，善者行之先。善非孝不足以立身，孝非善不足以成事。身
立事遂，為之達人。（訳注：以下、数字は墓誌の年代を示す）
　忠勤を尽くし、親孝行、善い行いをすることは当時の社会通念であったが、具体的な人生目標
は様々であった。
　まず、隋唐の人々の価値観を最も反映したのは、仕途に歩む官僚達の道徳である。隋唐時代に
おいては、天下を治めることに優秀・適任な官僚組織が、もっとも重要な貢献をした。その具体
的な例が墓誌にみえる。
「梁脩芝（彦光）墓誌銘」（593）大隋受禪，除岐州刺史，增邑五百戸，并前二千戸。公務農
勸學，恤老矜孤，舉大綱而略細網，先德教而後刑罰。……開皇五年，册拜趙州刺史，尋改授
使持節相州諸軍事，相州刺史。十年，又除趙州刺史，還任相州。河朔漳濱，前衛後趙，遠則
袁曹遞據，近則燕齊舊都。俠窟餘民，奸豪不息。商淵大賈，狡猾難治。公勵之以仁義，糺之
以明察，威德兼宣，寛猛相濟。莅任九載，風化大行。
「薛寶墓誌」（594）自為陳內化，餘燼未賓。開皇九年，募從柱國、襄陽公，押伏江左。雚蒲
之盜，自此歸仁。郊阯日南，道路無擁。其年十月，奉使送廣州首領入京，又奉勑令陁還送桑
梓，達至嶺南，即充九州慰勞大使，到安州遇疾，薨於治下。（開皇九年に陳朝併呑に参加し
たことを記している。）
　以下の墓誌は、唐建国初期の官僚が地方を治める政治的業績を挙げている。
「王裕墓誌」（627）武德八年，詔除隋州諸軍事，隋州刺史。……勸以農桑，……咸歸南畝。
風化之美，藉甚當時。
「王守真墓誌」（692）天授元年，攺授都督洪、袁等七州諸軍事，洪州刺史。豫章故郡，豊城
舊壤。九泒長江，□□之濤沃日；七星雄劔，青龍之氣属天。閭井萬家，冠水鄉而為大；舳艫
千里，洞雲海而無涯。公按部多方，為邦有術。鳧舟始届，澤先布而人懷；隼斾纔臨，言未敷
而俗變。故得室有期頤，田無鹵莽。闤闠清而敖庾實，庠序盛而囹圄空。
「趙有孚墓誌」（750）職方郎中鄭倩之受命中朝，宣撫西蜀。繄公取濟，以佐使車。於是變邛
僰之風，敷聖明之化。西南夷落，於今思之。
　このような循吏が国のため、民衆のために善いことをし、地方を治めたが故に、当時の中国は
04三校＿独孤嬋覚先生.indd   36 2017/03/08   12:53:52
専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 3号　2017年3月〈 37 〉
治世、盛世を迎えたのであった。そして、以上の資料を通して、我々は隋と唐の時代を、もっと
具体的に理解することもできるのである。唐代の文明を偲ぶ時、私は、北京大学修士課程に在籍
した時の指導教官汪籛先生に言われた言葉を思い出した。いわく「隋唐史を教える時、その偉大
さではなく、その繁栄を強調しなさい」と。国の偉大さが、我々普通の庶民にいったいどのぐら
いの利益をもたらしてくれるのか？対して繁栄は、すべての国民が享受できる幸せそのものであ
る。日本が強い国になり、武力を誇示し、威力をひけらかすべきか、それとも、日本の経済を繁
栄させ、国民を豊かに生活させるべきか、今の日本政府もよく考えるべきである。日本だけでな
く、我々の中国政府もそうしてほしい。世界の国々の政治家達が皆この点をよく考えたほうがよ
いと思う。
　隋唐時代は、科挙制度（武官の科挙も含めて）を始めたので、比較的に公平な競争のもとで官
僚になれたから、科挙に参加する学生が殺到した。墓誌は当時、数多くの優秀な士人が科挙を通
して官界に入ったことを反映している。（訳注：以下 9例は原文の抄写）
「李處鑒墓誌」（716）父玄蘊，隨舉秀才。李處鑒，總章元年，國子監明經對策高第。
「唐玄宗順妃韋秀墓誌」（740）高祖韋澄，舉秀才，隋兵部侍郎，東都司勳尚書，金山郡守，
唐國子祭酒。
「郭幼賢墓誌」（766）武舉及第，累署職於環衛，以藝勇聞。遂從戎於朔方。
「第五琦墓誌」（782）年十五，明經高第，補萸梅尉。
「楊鉷墓誌」（798）公幼年課經，十五以明經擢第。重以門子，補千牛備身，授潤州丹楊縣丞。
「馬全慶墓誌」（847）父馬惣，檢校右僕射兼戸部尚書。誌主明經及第，試左衛兵曹參軍，充
魏愽節度巡官。次任右金吾衛兵曹參軍，充容管經略推官。三任右神武軍倉曹參軍，四任試大
理評事，充容管經略推官。五任監察御史裏行，充本府經略推官。六任京兆府長安縣丞。七任
復授舊官。八任秘書省著作佐郎。九任太子舍人。十任拜衢王友。
「盧深夫人崔氏墓誌」（862）開成初，余（盧深）因袖文章辱相國大夫之知，故夫人歸於我。
後一年始舉進士。
「歸仁晦墓誌」（876）皇祖贈司空公，諱崇敬；王父贈太保公，諱登；烈考贈太師公，諱融。
（歸仁晦）年未冠，袖文謁名公大人句絕。翕然馳聲。年廿三擢第進士。
「李行素墓誌」（870）國朝文明照天下，事先於詞科，始大於秀才，而盛於進士。其棟梁鼎鼐
之選，多重於是。故今進士，員不出三十，而馳騖京師，歲千有餘，其有得也，則公以為是。
故其徒老死甘心，而坎軻窮阨，不知自返。……皇考匡符，舉進士高第。命屈於時，官不及太
平，贈秘書省著作郎。夫人東平縣君劉氏，生公。公外祖述古，進士及第，汝州刺史。汝州之
弟邁古，俱登進士第，大理卿，金吾將軍，京兆尹，湖南觀察，邠寧、東川二節度。官鉅人偉，
聞顯於時。
　最後の例では、隋王朝随一であった隴西申公李穆一族の李行素の父、祖父の世代の人達ですら
科挙を通して官位を維持しなければならなかったことがわかる。
　上述の最後の三件の墓誌に反映された「行巻」と進士科の状況は、唐の科挙制度を知る上で新
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たな重要な資料である。
　隋唐の人々の中には、皇室の諸親類、功臣の子弟の身分、門蔭、辟招の制度を利用したり、あ
るいはまず吏職などの卑しい職に就いたりして、科挙以外の方法で仕途に入った者もいる。（訳
注：以下 4例も原文の抄写）
「段延福墓誌」（758）春秋一十八，孝廉擢第，詞同白□，調逸青雲。廿二，亳州臨渙縣尉。
「史仲莒墓誌」（853）（誌主）弱冠，以勞考授潁州下蔡縣尉。
「趙途夫人李氏墓誌」（868）夫人皇族，鄭王之八代孫。……有弟一人，天蔭出身，解褐授綿
州昌明尉，再授成都新繁尉。少年蒞事，頗有幹名。
「郭行脩墓誌」（870）高祖郭子儀，太尉，中書令，汾陽郡王，尚父。曾祖父郭晞，檢校工部
尚書，太子賔客。祖父郭鏶，光王傅。父郭從實，鄭州別駕。以蔭入仕。
　中には、何回科挙を受けても合格しない人もいる。
「崔行宣墓誌」（841）弱歲慕學，贍有詞華。尋以時稱，數受鄉薦，十上不震。中年遽臨，遂
适從容之才，入爲趍走之吏。輙達天命，詩酒自娛。未嘗以沉下寮，愧在顏色。
　仕方なく吏になることを選んだが、彼は絶望せずに楽しく人生を過ごした。
　一方、官界から離れ、高尚な隠居を選ぶ人も少なくない。
「戴龍墓誌」（634）開皇之季，大道不行。孝般歌於碩人，生蒭歎於空谷。於是栖遲偃仰，遠
迹人間，遊心釋典。有休法師者，明解空義，君每從容法會，探赜玄宗。……俄徵為汲令。于
時政綱頗急，不得已遂之官。乃誡僚属曰：古者不易民而治，在安而已矣。既而仰觀俯察，齊
鑒於林宗；謝病歸田，有懷於長孺。遂稱疾卜居於共山之陽，立義為地，不祈多積。築塲圃於
前，樹菓園於後。雖非纓紱之貴，實有讓爵之高。不以屏退為尤，唯以沖虛為樂。
「楊弘嗣墓誌」（770）脫屣冠冕，大隱市朝。於陵灌園，深閑樂命之理；漢陰抱甕，高蹈忘機
之跡。五畝之宅，不卑梘湫隘；二頃之田，但資於負郭。瓢飲簞食，左琴右書。陳平席門，恒
流長者之轍；陶潛風牗，自謂羲皇之人。道德足以潤身，優遊可以卒歲。
「杜德墓誌」（663）起家為通樂府旅帥，良非好也……君契深風月，賞重琴書。狎梓澤之驩陶，
嘉竹林之酒德。月旦高於詞論，鑒許揚清；日下重於蘭蓀，澄黃望美。
「趙本道墓誌」（699）公以門籍，起家晉王府執仗。沉跡下流，弗之願也。……山林志廣，丘
壑情多。
「康思敬墓誌」（721）（誌主は古今の書物を博覧し、栄利を求めず）上元中，郡辟秀才不就，
逍遙自得。
「張玉墓誌」（839）（夫人南陽張氏）其祖常以偃息林藪，耻為折腰吏。以忠信禮義為己任，
以雲水書史為游處。遂名不世出，有德自重，以大信不約為行蔵。
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　「もっとも高尚なものは読書のみ」、勉強に励み、官僚になる（読書做官論）という時代風潮の
中に現れた、権力者にへつらって腰を曲げる官吏になることを恥じ、官界から離れるという異な
る生き方を選ぶ人の人格は、我々を深く考えさせてくれるものがある。
　当時在任の官僚達は、政治道徳を守り、国に忠義を尽くし、公のために奉仕するという使命感
を有していた。
「戴龍墓誌」（634）その子戴胄，その孫戴至德，父子とも相となり，忠直敢言で有名だった。
「蕭珪墓誌」（691）沐浴仁義，縉紳友悌，既入孝而出忠，亦自家而形國。加以鳴謙勵性，温
慎矜懐。負廊廟之材，從州縣之職。割雞不辝於遊刃，絆驥無妨於騁迹。既礪之於清白，復著
之以循良。不以風雨輟其音，不以霜雪渝其色。
「第五琦墓誌」（782）公仁以率下，簡以靖人；廉以豐財，明以聴訟。浩穰之地，談笑而安。 
「元諫墓誌」（780）性不渝貞，道不失正。忠為己任，清畏人知。凡所歷軄，政皆可紀。務之
劇者，無大於儲廩。公司支度，嘉其斗斛，吏不能欺。事之難者，莫甚乎□驛。公總廐置，餝
其廚傳，人無閒言。……代宗崩，告哀江淮，六月，南邁万蠻炎程，涉瘴癘之鄉，染霧露之疾。
復命無幾，餘痾未平，又差成都，發江瀆，使人□□，疾辭可也。公以為食君之□，立君之朝，
忝為具臣，敢憚于役。病未及死，吾其□之。違命偷□，安將何補。中□殆亟，有加無瘳。倍
道而趍，俾夜作晝。不任轡□，□就籃輿。力其疲羸，猶冀卒□。嗚呼！達成都之明日，終于
其館。
　最後の例で、元諫は命をなげうって奉公したといえるであろう。
　以上のような、公のために奉仕し、国に忠義を尽くす官僚達は、みな国家の棟梁であり、国家
を存続させる中堅である。清廉潔白を貫くのが彼らの処世の信条であった。
「竇孝忠墓誌」（692）曾祖竇榮定，駙馬都尉。祖竇抗，納言，陳國公。父竇衍，陳國公。雖
家襲綺紈之貴，而志絕奢靡；遷河州刺史，陳簡州刺史。清以馭下，妻子不燃官燭。（抄写）
「陶愻墓誌」（853）會昌年，出拜通州刺史。公幼罹家艱，以外伯祖汾陽王之貴，常依郭氏。
雖居勳戚閒，自能敦素風，恬惔樂天，不務家產。及臨郡，果以清靜為理。公庭闃然，外無寃
者。去郡歸闕，裝無一金。朝廷固未能獎賢，復任昌州刺史。奉行條詔，益施惠和。不以遠人，
而怠清操。比乎入覲，久未蒙命，貧不能自存。
「史仲莒墓誌」（853）除夔王友。公自居右軄，至列清朝，所請俸錢，未甞儲積。貧寒親故，
皆□美禄之資；羈旅孤遺，盡减供身之膳。知足常足，樂善善來。（抄写）
「歸仁晦墓誌」（876）家貧，以孫惸無所恤，求為楚州刺史。纊寒哺飢，民悅而歌。……公性
曠澹，不憙聲色酒愽，以儉剋自安。居處飲食，不尚華貴。莅官介潔，無銖兩之私。其在郎署，
再司考覈，皆抑華採實，侚其至公。
「劉昭墓誌」（880）自丱歲入事，便處要津……未曾有利己害於公家，未曾有貪財而潤於私室。
古人慎四知，去四人，唯君之得繼也。歷事十餘政，在五十四年，皆以清廉見用，累稱官位，
曾不自求。前後授官七政，內兩任州別駕，而又處家，以忠孝禮讓為門風，莊敬恭順為世業。
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因語其妻孥曰：我壽亦過矣，名亦霑矣。大凡處世之中，止如此也。遂退職名，將便安處。
　昇進は金儲けのためではない。大部分の官僚は、昇進しても金持ちにはなれなかった。これが
唐の官界の常態であった。
　政治道徳を守り、清廉潔白を貫く以外、彼らはまた常に政務に勤しみ、民衆に親近感を持ち、
恵み深い政治を施した。
「第五琦墓誌」（782）公天資忠貞，神授智略。行之以信義，守之以恭勤。不賞私勞，不報私惡。
於人之過無所紀，於人之善無所遺。故能出入四朝，彌綸百度。進獲致君於堯舜，退遂保身於
明哲。
「韋諫墓誌」（856）為人和粹深厚，謙光自妝；為官清廉篤下，剋己奉公。每莅一官，惕然翼翼。
不施刑，而吏畏伏。務無鉅細，先期而集。辝滿之後，茂績靄然。継莅者皆法其績，不能改作。
近俗稱良吏者，有一善必自書於簡牘，持以干公卿門，誇衒求祿。公揚歷七任，未嘗一曹無卓
然之跡。不獨不書於簡牘，而亦不言於人。人將以詰公，公曰：‘自媒而售，必為賢哲嗤責。’
所以自筮仕泊卒官，餘卅年，尚縈墨綬。聞公之歿者，無不痛之。
「歸仁晦墓誌」（876）為楚州刺史。纊寒哺飢，民悅而歌。
　法律を執行する際、よく気を配って刑罰を軽くした。これは司法の実行において、唐代の人々
が持つ「天地の間に、もっとも尊い存在は人間のみ」という理念の反映なのである。
「戴龍墓誌」（634）雖遇卑賤，與之均禮。至於爭訟得失，則讜言正議。其詞厲，其色温，爽
若秋旻，暖如冬景。恂恂善誘。
　戴龍は、前出の戴胄の父である。つまり、戴胄の高尚な品性は、父から受け継いだものであっ
た。
「崔德政墓誌」（698）莅官弘簡，處事廉平。撫刑用欽恤之規，折獄盡哀矜之道。
「趙有孚墓誌」（750）轉華陰司法，改大理丞。黃沙之中，時無冤滯；丹筆之下，共挹平反。
屬司寇裴公純，兵部姧吏，皆以意度，而欲情求。公志在簡孚，恥於鍛錬。以寛見責，貶靈昌
郡員外司功。登車怡然，奉職肅若。
　唐の官僚達が極めて高い素養を持っていたのは、彼らが勉強熱心で、よく本を読んだことと関
係していると思われる。
「李謙墓誌」（752）讀書貴達大略，不過求其義；修禮取其大節，不為僻儒。一吟一嘯，自有
漢霄間意。議者謂公為人中之英，雅好談當世要務，調如白波，動漫無際。
「郭行脩墓誌」（870）窮考經籍，移晷忘倦，識之者期復大其門。惟尚父翊亮四朝，勳德冠代，
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僉謂克嗣者，其在君乎。
「劉昭墓誌」（880）男敏，年已成立，亦讀詩書，兼遵訓誨。軍主□公之清苦，歎公之自知，
錄用其男，將續其嗣。
　墓誌は、官僚達の優れた政治的業績を反映している。唐の偉大さ、豊かさの由来を知る上では、
これは非常に意味のあることである。
「梁君冾墓誌」（661）正身率下，明肅振於京師；遵禮導人，儀撿刑於海內。貪殘黜遣，則猛
獸出疆；貧病哀矜，則蝗虫越境。仁心平恕，白鹿於是來遊；惠化斯行，青鸞以之降舞。故能
誦聲載路，譽響盈朝。
「杜表政墓誌」（715）公幼有胎教自然之資，長被父兄躬率之化，仁儉恭孝，靡德不鑠。有密
布齊，君子之道也。故能遠蘇黔川，丕變羌俗。先是沁部風化壞亂，凶邪相師，晝夜額額，浸
以滋蔓，至于百為。公矯以仁風，革其鴟誼。下車朞月，厥澤洪純。人到于今思之。
「第五琦墓誌」（782）于時函夏多虞，乘輿避狄。王師寡弱，軍廩空虛。懸旌朔垂，莫有固志。
公奔問跋涉，晝伏宵行，請以長策，匡復中夏。借筯以籌成敗，聚米而畫山川。於是一見受服，
再見受職。奉命於阽危之際，間行於轉戰之塲。糺合義徒，繼以饋餫。陸則轉轂，水則汎舟。
俾餧者飫焉，寒者燠焉。壯者激焉，羸者奮焉。由大理司直，拜監察御史，轉殿中侍御史，兼
司虞貟外郎，充河南五道支度使。公憂公如私，以身徇國。盡悴匪懈，勞謙有成。貨皆樂輸，
人以恱勸。元年成師振旅，二年收復中原。再造寰區，不失舊物，皆資公之饋給也。
　最後の墓誌は、第五琦を美化する恐れがあるかもしれない。彼の政治的業績をいかに評価する
か、歴史学者の研究が必要であろう。
「杜鍠墓誌」（835）杜公羔，撫封渭北，雅知其能，奏補鄜州甘泉令。白翟種落，理号為難。
一年而黠吏知化，既周而易置城邑。如父役子，人不知勞。無何詔本道大增倉庚，以俻邊食。
属寮清而幹事者專主之。鎮宗韓公充，以公名聞，旋出內蔵緍帛一十四千万以委之。公之制也，
無剥下以益上，無先出而后入。物貨相雜，毫髮無欺。山積雲屯，不及攺火。廉使歎尚，拜章
上言。……計相竇公，選署領紅崖院事。廉勤愈勵，悅使倍功。歲既云周，公亦謝去。旋從吏
選，補鳳翔府士曹。以伯姉元昆，居甸西邑。省覲之便，從所欲也。軍甿雜俗，牟害相仍。傜
賦不均，因緣生詐。元戎王公知重，悉以咨之。質訟田，決疑犴，平地稅，安流庸。三年之中
凡數□，曰：孔席不煖，公實有之。
「歸仁晦墓誌」（876）御史有素著醜行，為時評議者，皆斥去之。糺劾權右，無所迴避，京師
為之震懾。周歷南宮貳卿，後判度支，鍵猾擿奸。國有羨資，擁節三將，句絶皆天下清雄地，
治行廉白，可為世師。……先是禁軍外藩大校宿胥，多兼正員官，遂使宦路壅阨，公與同列，
抗 極言，由是濫進少息。……公性曠澹，不憙聲色酒愽，以儉剋自安。居處飲食，不尚華貴。
莅官介潔，無銖兩之私。其在郎署，再司考覈，皆抑華採實，侚其至公。與昆弟叶志同德，怡
怡熙熙，錯行磨仁。友睦之稱，薰於士族。可謂鉅人君子，能以禮樂始終者矣。
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　唐の人々の価値観、財富観（金銭、富への態度）を反映する墓誌もある。
　その一は、「石解墓誌」（808）である。「賈者」「行賈」という二人の商人の話を記録している（原
文略）。
　墓誌の主人たる石解が中牟県令を務めていた時、県獄の中の鄭丹という囚人の話をこの墓誌は
記録している。鄭丹は、もともと呉房県の県令だった。生活のために、商人から銭百万を借りた
が、返せなくなったため、中牟県の牢獄に入れられた。しかし、運よく二人の商人に助けてもらっ
た。まず、一人の行商が鄭丹の馬を見る才能を賞賛したため、彼のかわりに銭五十万を返し、牢
屋から鄭丹を救出した。「賈者は之を義とし、券を焚いて責めを免かれしむ」。つまり、彼に銭
百万を貸した商人は、行商のこの義挙に感動し、債券を焼いて、借金を白紙に戻したのである。
鄭丹は、自分を助けてくれた行商とは面識もなく、行商も自分の名前すら残さなかった。彼は、
鄭丹が持っていた県令という官位を重要視したのではなく、伯楽のように馬を見る才能を賞賛し
たため、彼を助けたのである。そして、鄭丹に銭百万を貸した商人も感動し、彼を許したのであ
る。のちに、鄭丹は再び官職につき、唐の玄宗、粛宗が亡くなった時、挽歌を書くことになる。
　以上の石解の墓誌は、この興味深い歴史記録――二人の商人の義挙「券を焚いて責めを免かれ
しむ」が鄭丹を救った――を残してくれた。この「券を焚いて責め免かれしむ」と言えば、あの
孟嘗君という歴史人物を思い出す。孟嘗君の食客の一人馮諼は、借金を回収しに行き、孟嘗君の
ために人々の前で債券を焼き、高い名声を博したのであった。このことは『戦国策』に残されて
いる。これ以来、「券を焚いて責めを免かれしむ」ということは、善事・義挙の象徴となり、中
国の人々に推賞されている。
　さらに、もう一人の唐人、西市の薬商人の宋清がいる。彼の人柄と薬とは、とても優れていた
ために評判となっていた。病人がみな彼のところに尋ねると、彼もまた熱心に対応した。柳宗元
は彼のために伝をたて、以下のように称賛した。
雖不持錢者，皆與善藥，積券如山，未嘗詣取直。或不識遥與券，清不為辭。歳終，度不能報，
輒焚券……清居藥四十年，所焚券者百數十人，或至大官，或連數州，受俸博，其饋遺清者，
相屬于戸。雖不能立報，而以賖死者千百，不害清之為富也。清之取利遠，遠故大。（《柳宗元
集・宋清傳》）
　柳宗元が二王八司馬事変のために左遷された時、彼の失脚を見て、次々と離れていく風見鶏の
ような人々の薄情を嘆いているのである。「附炎棄寒，有愧于清之為者」と感慨して、それゆえ
に「宋清伝」を作り、彼を大いに称賛したのであった。このため、長安では一時に「人に義声あ
り、薬を売る宋清」というフレーズが流行ったともいう。
　唐宋時代、自然経済の母体から誕生した商品経済が日に日に成長していった。社会の富の膨張、
シルクロードの繁栄と内需の拡大、人々の富への追求は、商業経営の規則をよりよいものにする
要望を促進させた。唐の法律の中の雑律には、偽物商品を生産することに厳罰をくだす条例がす
でに存在していた。法律を作る以外、人々はさらに誠実という職業道徳を有することを呼びかけ
ている。義を大事にし、富を司る神様として関羽を祭る。石解の墓誌は、唐の有名な文人である
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柳宗元が西市の商人を描いた「宋清伝」とともに、義のある商人達の話を記録し、立派な商人像
を残してくれた。これらは唐代の商業文明が進歩していた象徴であり、商業文化発展の過程に残
る偉大な功績を一つ一つ記録する歴史の石碑とも言える。
　その二は、元秘書郎員俶が書いた「上官希敭墓誌」である。上官氏の官位は八品に及ばないが、
墓誌の初めから人生の価値と目標という大きなテーマを提起している。「古の高き者は道、今の
高き者は位なれど、没して不朽なる者、其れ富貴に在らんや？」結論は、墓誌の主人上官氏の祖
先は、何世代も仁義を人生最大の富としてきたことであった。「并せて仁を以て富と為し、義を
以て尊と為し……礼楽を以て身謀と為し、文章を以て世業と為す」。彼らは墓誌の中に、人生の
価値についての思考と追求を残してくれたのである。
　官本位、お上本位というのは、中国官吏社会の積弊であった。しかし、員俶はこの墓誌の中で
すでに、権力、権位、富への崇拝を批判している。「古の高き者は道（昔の高い者とは「道」の
高い者のこと）」とあり、今と昔の価値観を比較し、現在の人を風刺しているのである。つまり、
道義を追求することこそ、人生の真髄であると彼は強調している。これは、彼と同世代の知識人
の思考を反映している。韓愈「原道」より 100 年近く前に、この墓誌を書いた秘書郎は、すでに
古人が道を尊ぶことを賞賛し、「今の高き者は位（今の高い者とは「位」の高い者のこと）」とい
う官位本位を鋭く批判していたのである。
　そのあと、員俶はさらに「仁を以て富と為し、義を以て尊と為し」と言って、自分が尊ぶ基本
的な価値観をまとめている。「為富不仁（富のためには仁義を捨てることさえできる）」という伝
統的な価値観に挑戦する「仁以為富（仁を以て富と為す）」は、現在でも価値がある富に関する
考え方である。最も貴重な富は金銭ではなく、仁愛の心であることを教えてくれる。「義を以て
尊と為す」という考え方も、やはり門閥、権勢を重んじる世俗的な価値観と相反し、道義、品徳
を最も尊ぶ理念を提唱している。
　「仁以為富，義以為尊」という言葉を見れば、唐の人々はすでに富に関する考え方を探求し始
め、仁義を人生最大の富とする斬新な価値観を提起していたことがわかる。
　員俶の祖父員半千は神童であり、自分の先生王義方に可愛がられていた。五百年に一度の賢人
である。彼は山水を愛していた。員俶の従兄李泌はさらに有名な白衣の卿相であり、唐の粛宗を
助け、長安を奪回した後、城内に入らず、隠居した。員俶は彼らよりも高い思想の境地に達した
のであった。
　その三は趙恵満の墓誌である。趙恵満処士はごく普通の唐の時代の人で、官吏になったことも
ない貧乏人であった。
少遭閔凶，七歳喪父。孤孤孩騃，兄弟五人，負擔相依，枕塊無力。除服未幾，親又長辭，姊
妹幼种，公年十一。天灾關輔，歳号永淳。骨肉相捐，貴及於賤；死弃道路，少兼於長。縱承
上代田園，曷足爲其長計。公於是飭力西土，提携東京。……弟兄因免於委弃，姊妹頼是而從
夫。光榮里閭，怡悦宗族，守道不仕，安貧晏如。
　墓誌は彼の良いところを七つも挙げている。
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夫在白屋奉王税，自幼及長，不求奸免，謂之忠；少不失義，長能撫孤，歳寒不移，榮枯若壹，
謂之孝；不文不武，不隱不吏，不遠王城，不居他職，無憂無懼，非賢非愚，日出而出，日入
而入，謂之貴；不汲汲，不惶惶，臨財能廉，處約不濫，家無餘積，衣服鮮明，謂之富；斅榮
期之獨儛，樂知命之天年。識止足之源，守死生之分，謂之壽；壯年荒蕩，晚歳歸真，覚今是
而昨非，將言行而皆變。去邪就正，迴向釋門，依止師僧，存念兒女，謂之正；平生口業，臨
終守誡，馨節佛僧，罪福無隱，不驚不擾，如睡如眠，謂之善。
　墓誌の主人趙恵満の曾祖父、祖父は文儒であった。「半吏半隱，或農或商」。彼はまだ少年だっ
た時、両親を亡くし、一家の生活を支えるようになった。永淳元年（682）、彼が 11 歳の時、関
中は天災に遭った。「骨肉相捐。貴及于賤，死棄道路（自分の子供を食べるに忍びないので他の
家の子供と交換した。貴賤に関わらずみな死ねば道端に捨てられた）」ということを墓誌が記録
してくれた。正史が記載した当時の深刻な災害状況と一致している。彼は、どんなに大変な仕事
でもこなした。そのため、弟は捨てられる運命を免れ、妹は結婚することもできたのであった。
彼は勉学する機会も恵まれておらず、官位もない、ごく普通の庶民であった。晩年、仏教徒となっ
た。墓誌は、彼が忠、孝、貴、富、寿、正、善という七つの善徳を持っていると称賛している。
　この墓誌では、いつも滞納せず税金をしっかり納めること自体、彼が忠義の心を持つ証拠だと
趙恵満を賞賛していることがわかる。スローガンを高らかに叫ぶより、自主的に納税するという
行為こそが一介のごく普通の農民兼商人としての愛国心のあらわれだと思われている。この墓誌
の富への解釈も興味深い。「不汲汲，不惶惶，臨財能廉，處約不濫，家無餘積，衣服鮮明，謂之富」、
つまり目の前に財宝があっても、一心不乱で清廉潔白を貫くことができる者、家に貯蓄がなくて
も、きちんと服を着ることができる者こそ真の富を持つ者である、という。
　唐の時代、一介のごく普通の労働者でも、自分で墓誌を建てたいと願った。そのためには、平
素から良い行いをしなければならない。これは非常に積極的な人生態度ではなかろうか。数多く
の唐代の人々が、紙幅が限られている墓誌の中で、富に関する考え方、価値観を熱心に述べてい
る。彼らは高尚な人生の目標を追求しているのである。数多くの唐の墓誌の中に、「軽財重義（財
を軽んじ、義を重んじる）」ということが見える。しかし、他の時代の文献には「仁以為富、義
以為尊」という理念は見えない。これは今でも色褪せない価値観である。「在白屋奉王税，自幼
及長，不求奸免，謂之忠（白木のあばら屋に住んで税金を納め、一生に一度たりとも減免を求め
ない、これこそ忠という）」。このような納税意識は時代に先駆けている。アメリカ人にこの話を
した時、千年前の我々中国人の納税意識は、あなたがたを遥かに超えていたと誇り高く紹介した
ものだ。唐の人々がこのような価値観を持つことは、高い思想の境地に達していた証拠である。
河南偃師と西安長安県で出土したこの三つの墓誌は、唐の商業史の研究に斬新な歴史資料を提供
してくれる。歴史の研究は、従来の帝王将相、権力の争奪という角度を変え、当時の人々を真の
研究対象にし、彼らの生存状況、人生の追求、つまり政権ではなく、人権に着目し、研究をしな
ければならない。ゆえに、これら普通の人々の墓誌資料は、研究上、とても大切なものである。
　一方、価値観を切り口にして隋唐の人々の精神世界を探索する時、当時の女性及び宗教信者と
いう二つの研究対象も忘れることはできない。隋唐の歴史を研究する時、特に彼ら /彼女らの追
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求、人生における価値観に注目すべきだと思われる。
　今日まで残った隋唐の墓誌数の半分近くを占める女性専用の墓誌は、当時の彼女らが、一定程
度の独立的な社会地位を得ていたことを反映している。しかし、ここでは、教養、才学、婚姻、
職責、信仰などだけを着目点とし、紹介していきたい。
　婦人の教養は、当時の女性の社会的役割を定義している。その中でやはり「四道」（四つの道徳）
が最も強調されている。「婦德貞順，婦言辭令，婦容婉娩，婦功絲枲」。「三従」（生家では父に従
い、嫁いでは夫に従い、夫の死後は子に従うということ）という儒教思想からも一定の影響を受
けている。
「崔德政墓誌」（698）居為女範，出号母儀。同謝室之芳蘭，類蔡庭之真草。教成三從，訓有
七章。
「李君夫人鄭氏墓誌」（742）自作嬪君子，虔奉母儀，秉四德以不愆，和六姻而致美。豈止躬
勤澣濯，職是蘋蘩。亦將肅雍閨門，昭宣禮典矣。
「韓公故夫人李氏墓誌」（775）暮慈夕膳，朝候晨雞。令色怡聲，周旋曲折。華桃炤灼，威鳳
舒翔。貌言礼儀，罔不備舉。後先姑多疾，向有十年。手調甘滑，躬視湯火。一夕之間，則憂
不滿容。一飯有加，則喜形于色。善接羣下，克諧六姻。諸姪諸甥，愛之猶子。於是宗黨稱孝，
士族仰德。言為女箴，行為內則。門風禮樂，首冠一時。
「張玉墓誌」（839）芳年及笄，家於李氏。主於婦道，和克柔德。內理家範，必修恭儉節用，
靡有所遺，親族美稱。後為婦者，鮮可及矣。
　夫を助け、子どもを教育する良妻賢母達は、国、家のために貢献した。
「李君夫人鄭氏墓誌」（742）嗚呼！萬泉府君以昊天不惠，若朝露以晞陽。夫人以韶歲孀居，
稱未亡而晝哭。顧惟愛子，越在髫年。訓失趍庭，禍罹枕塊。夫人悼其孤邈，教以義方。洎乎
成人，亦克負荷。或貳邑於虢，或作掾於陳。政有能名，人多景慕。此皆夫人之訓導也。
「蔡府君韋夫人墓誌」（778）和鳴有序，宜家有禮。工於組紃，義接中外。成我門之慶，盡母
儀之道，事無大小，以遵法度。則敬姜之德，大家之節，無出於是。府君以厯守官秩，備聞德
惠，流俗以遺愛所戀。夫人二內助有成，冝於家，形於國，君子以爲能事畢矣。實以家承世德，
宗我女師。
「崔淑及夫人魏氏」（814）孀居者垂廿載。夫人內勤蒸嘗之職，外睦姻戚之族，而下以訓導撫
育為事。男有室，女有家，靜無尤違，各至成立。
「杜鍠墓誌」（835）公之妻，余之女弟也。皇左監門大將軍，贈太常卿震之孫。皇丹延刺史、
御史中丞□之女。夙承訓導，婦禮有允。二子曰必曰交，讀書為文，禮全喪紀。一女尚幼，儀
若成人。積善流芳，期鍾後嗣。餘忝姻好，逾三十年。平生投分，義深骨肉。
「張玉墓誌」（839）府君有子六人，長子母兄，前潤州司法參軍。次前處州松陽縣令，即夫人
之子也。官必有異，標舉常輩；政無滯理，投刄皆虛。乃夫人嚴訓所至也。遂無莅官不敬之訕，
有檢身恤民之勞。
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「盧深夫人崔氏墓誌」（862）夫人歸於我。後一年始舉進士，寒幾無衣，飢近無食，夫人甘陋巷，
安卑棲。殆將十稔，曾不以勤憂撓意，未甞以困辱愧心。暨余第春官，佐侯府，夫人愈尚節約，
益鄙□盈。不飾香犀，不被珠繡。動循法度，恒守端規。故閨門之內不嚴而理，夫人之教也。
……（夫人）每誡幼稚曰：為子之行在乎孝。悖於禮，雖爵位之尊，不能掩其惡。為婦之道在
乎順，違於義，雖錦繡之厚，不能映其醜。吾常病辝家之女，雕金玉，裁羅紈，斂塵篋笥之中，
□蠹資費之外，斯豈為奉身之計耶？所以視卑陋之室如敞廈，甘菲薄之味如珎羞。衣非弊不製，
履且完不易。空寂之理，天機自深。用微妙之因，輔恬怡之性。
　唐の婦人達は、どんな困難があってもあきらめずに愛情を追求している。たとえ夫を亡くして
も、怨みも憎しみもなく、幸せな思い出の中に生き続ける人もいる。
「杜府君夫人裴氏墓誌」（727）外言不入，檢下堂踰閾之儀；中饋聿修，主蘊藻蘋繁之事。府
君不世，不飾飛蓬之首。禮越三年，猶聞晝哭。（抄写）
「韋珏墓誌」（877）夫人得疾骨肉，家隸趍召醫藥。夫人曰：婦之失儷，謂未亡人，待亡者也。
巫醫不徵，藥餌不前。以乾符四年二月七日，奄終於長壽里第，享年六十五。……夫人令德懿
行，刑於閨壺。慈仁孝愛，睦視孤弱。左右侍人，常假借顏色，說有因果，應答如響。故自初
笄慶衿，鞶於郭氏。琴瑟好合，垂五十載。
　妻のために墓誌を書き、夫婦の深い愛情を描く男性もいる。次の墓誌では、夫の韓曅が妻の盧
氏のために墓誌の序文を書いている。
「唐三原縣尉韓曅妻范陽盧氏墓誌銘及序」（799）嬿婉合好，十有七年。口絕違言，容無忤色。
其初也，舅姑異其孝敬，錫以纁袡之服。其中也，娣姒仰其柔嘉，通于纂組之資。其終也，孤
稚慕其慈和，感是含飴之愛。……昔余不天，酷禍仍遘。枕塊心絕，茹荼志荒。先遠惑期，沉
痾未間，夫人銜哀庀具，底力就功。手澤潤於紘綖，淚痕斑於緗篋。舉無愆素，禮必中規。幹
且不譁，周而克濟。餘遂謬昧，節宣乖方。介其累年，時厲重作。沉頓湫底，積日危羸。夫人
執饋捧匜，輟食□痍。率身請代，泣以祈天。洎乎疾瘳，終不言也。婞直而婉，膚敏而詳。金
玉其相，冰霜其操。貞信洽物，位望不能親踈；志義在躬，時俗不能移攺。炳然四德，光我五
宗。載楊芳徽，宜荷繁祉。誰謂桂蘭將茂，霜霰遽零，未駕魚軒，已開泉隧。
「趙途夫人李氏墓誌」（868）夫人歸余日，年未及笄，禮容婦道，雅合清範。余且百行多閑，
難承四德之儀；十室無聞，有愧三從之分。尔來四十年間，幾多通塞。每同言議，多賴嘉謀。
豈期微疾，兩月伏枕。半旬曾未昏沉，奄成今古，一言不寄，萬恨攢心。目斷心絕，無路告訴。
便欲殞身白日，同歸夜臺。但以兒姪五人，未有一立。女即適事，猶且幼癡。強以僶俛餘生，
更盡教誨。魂兮有鑒，當表深心。
　唐の婦人達の伴侶を選ぶ基準は時代の影響を受け、家柄の釣り合いを重視している。次の墓誌
はその典型である。
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「韋珏墓誌」（877）肅宗朝，汾陽載安社稷，閥閱無等。宮相與配夫人，在堂擇子婦之姻，納
采問名，實為重慎。夫人躬執婦道，進克奉舅姑之儀，退不失如賔之敬。浹下承上，衎衎如也。
　唐においては、婦人の才学が重視されている。ゆえに、「知書達礼（書物を熟知し、礼儀を守
ること）」の才女、女詩人が数多く居た。
「韋崔氏墓誌」（852）紡塼之睱，博覽古文，尤精周禮魯論之言，兼明釋氏老氏之教。善理筆札，
真隸入神。
「王慕光墓誌」（855）妣隴西李氏，封隴西郡夫人。夫人，在家貞孝柔順，淑德蘭芳，年廿四
歸于徐氏。心奉蘋蘩而禮供祭祀，事長撫幼，糺合宗黨，恭敬內外。孝愛俻於五常六律，然動
必由禮，非法度未甞輒踐也。……夫人執婦道，少入于徐氏，廿五年矣。六親服其義，鄉閭奉
其德，內外稱其慈。其輔佐君子，執禮無闕。候待賓客，俎豆不乾。
　すべての墓誌は喪葬に触れている。官の主催で行なった喪葬に、賻物を贈ること、喪事を監護
すること、諡号、官位を贈ること、お霊神輿で霊柩を宿送りすることなどの公式儀礼が含まれて
いる。非常に多くの難儀や苦しみを重ね、地方で亡くなった親類の棺を本籍地に運び戻す者もい
れば、一日中哀哭し、草ぶきの家を建て、墓を守る親孝行をする者もいる。官の主催で行なった
喪葬は、主に身分の高い人のためのものであった。皇帝も特に重視している。このような資料は
数多く存在している。
「于儀與廣寧公主墓誌」（590）賻絹布等物壹千段，粟壹千石，禮也。供喪之具，壹以官辦。
「隋故使持節柱國相州刺史華陽襄公梁史君墓誌銘」（593）皇上追悼名臣，有加恒感，遣使弔
祭，賜謚曰襄公。
「王裕墓誌」（627）貞觀元年二月甲寅朔十九日壬申，改窆……贈物二千段。
「裴寂墓誌」（632）貞觀之初，以公事免。尋降勑召，載病就徵，以六年六月，奄薨于路，春
秋六十。神襟振悼，追贈相州刺史。
「韓忠墓誌」（661）皇上惻悼傷念，贈賻物一百五十段。
「王守真墓誌」（692）天授二年七月七日遘疾，薨於州館。春秋七十。爰降恩勑，令造靈轝，
遞給人夫，優借傳乘，賻贈賜物數百段，穀粟數百石。喪事資用，咸得官供。鼓吹威儀，送詣
墓所。
「段麗質（申王赠惠庄太子孺人）墓誌」（730）卒于西內別殿，春秋卌有二。嗚呼哀哉！恩勅
歸葬於私第，賜物四百匹。皇情軫悼，中使相望，信可謂生榮死哀，亦孔之榮者矣。
「唐玄宗順妃韋秀墓誌」（740）勑京兆尹李慎名為監護喪事，所以敦贈終之禮也。
「王□忠墓誌」（748）主上歎惜，禮贈之外，賜帛百疋。
　以下は、死後に亡骸を移した例である。
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「郭幼賢墓誌」（766）上元二年三月廿四日薨於靈州官舍，春秋五十二。以歲之不易，權殯於
州城寶勝寺。夫人王氏，嗣子昉、曉等，限鄉關之多阻，切神靈之未安，泣血望歸，庶終窀穸。
不虞薦至，隔在虜庭。生人之艱，曷以過此。我汾陽痛憤哀惋，忘寢食者久之。遣所親吏遷公
殯於靈州。以永泰二年七月八日葬于京兆府萬年縣義善鄉鳳栖原，近先塋焉。
「劉夫人裴氏墓表」（814）夫人歿于長安宣陽里，享年五十五，以時月非便，遂權殯于城南義
善寺道南，於資六十餘□矣。嫡孫武，蜀州司馬，即盧州令子也。嘗歎曰：俾王母之魂無所歸，
非孝也。豈與食稻衣錦懷安者倫乎。矧遇歲大通，時不易得，乃竭俸上請，徑至於長安。以元
和九年正月廿五日攺卜於萬年縣平泉鄉焦村髙原……夫人歿之日而諸子官微，夫人殯之秋而司
馬未誕。其間多故，不剋遷祔。司馬孝思無倦，感慕徃昔，言及夫人，食不成味，是有此遷宅
詩。所謂孝孫者，實罕儔也。
「崔行宣墓誌」（841）詔授雁門太守者，乃君之知己也。因奉私請之禮，遠叅戎事之籌。詣職
辭家，未逾星歲。俄癭疾恙，莫副所邀。奈何属纊之晨，不及□人之手。泣門之日，徒興朋友
之悲。去會昌元年嵗次辛酉春三月壬申廿一日壬辰，君旅喪於代州官舍，享年六十有一。時公
俻權禮，元從護還。迢迢了轝，忽達京國。生往死復，人之所哀。嗣子二人……並處喪銷毀，
飲血苫廬。議稱有無，終全孝禮。
　親友が彼の霊柩を運び戻したわけである。
　唐は、「孝」という思想のもとで国を治めることを提唱していた。喪葬の礼儀は、家族の深い
愛情を反映し、感謝の心を育てている。人間性はこのように守られ、文明性が大いに発揚されて
いる。死者のために、贅沢すぎる葬式を行なったり、度を過ぎる悲しみに浸ったりするのは、生
者の財を浪費し、健康を損なうことになり、決してよいことではないのである。
　最後に、宗教と信仰も隋唐の人々の精神世界の重要な一部分である。中国の歴史上、信教にお
いては、隋唐は恐らく最も開放的な、自由な時代だと思われる。墓誌はそれについてもまた、我々
に新鮮な資料を提供してくれる。
「巖和尚墓誌」（748）俗姓石氏，歴陽人也。……高祖誕，随游擊將軍。祖通，廣陵六合尉。
父智，上柱國。……神龍元年，勑度大雲寺僧。無何移天宮大德。江淮老幼僉曰：佛教東被，
是□禪師拯於橫流，晤彼迷俗。□禪師，吾為魚矣。自杯□清江，□錫宛洛。菩提樹下開不二
法門，蓮花座中發第一□□。受前世記度無邊衆生。
「法振律師墓誌」（758）誌主高祖蕭巋，梁孝明皇帝。曾祖蕭瑀，唐相國、司空、宋國公。祖
蕭釴，給事中。父蕭懋，商州司馬……誌主生而敦敏，居喪泣血，祥練之辰，遂求入道。母兄
既許，帝亦嘉之，遂隸大薦福寺，寺則宋公蕭瑀之舊宅。初依止大智禪師，得頓悟門。次請益
於舟律師，得戒蔵妙。傳燈自稟於本師，有詔使為京城大德……一妹出家，具承遺教。
「韓公故夫人李氏墓誌」（775）歸于宰相韓休之子韓洄……丈夫沉潛道真，夫人亦洞悟禪寂。
「王慕光墓誌」（855）慈奉佛，持禪念道，機弘有知，極其所尚。生二子，次曰道者，奉夫人
訓導以從道，叶冠玄虛，而年幼體纔勝服。（上三例は抄写）
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　墓誌は、当時の宗教信者の数が少なくなかったことを反映している。自分の運命をコントロー
ルできず、自然の力に勝てない時、人間には宗教コンプレックスが生まれる。また、死への恐怖
から解放されるために、往々にして宗教にすがることもある。
「史仲莒墓誌」（853）談者多鄙西方教，以為虛誕，盖非通學。公始事佛，求歸西方，瞑目之時，
似聞天樂。豈非泥洹上願，不違念念之心；極樂至誠，遂契生生之意。
「韋珏墓誌」（877）左右侍人，常假借顏色，說有因果，應答如響。故自初笄慶衿，鞶於郭氏。
琴瑟好合，垂五十載。起家乃監丞之歸，卒為諸侯内子，封崇邑號之顯。男結高姻，女得良婿。
同穴偕老，瞑目無恨。是因果應答之効，不其然歟。宿種善根，不起三業，彌棲心於黃褐二教，
悟大時可逃。故適去無撓，嬰疾不藥，委順而化，斯古之達人上士所操，無以加也。
　残念ながら、紙幅がつきた。諸賢のご教示をいただける場合は、私にメールを送ってくだされ
ば幸いに存じます。
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